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は
我
が
ク
ラ
ブ
が
担
当
で
あ
り
、馬

場
実
行
委
員
長
の
も
と
会
員
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
参
加
者

も
２
５
０
名
と
多
く
無
事
成
功
に

終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。２
月

地
区
大
会
に
は
多
く
の
会
員
に
参

加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。私
ご
と
で
す
が
、前
日
の
会

長
、幹
事
会
で
水
野
研
修
リ
ー
ダ
ー

の
も
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
５

人
の
パ
ネ
ラ
ー
の
１
人
に
選
ば
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。パ
ネ
ラ
ー
は
水
野
パ

ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
、猿
渡
次
年
度
ガ
バ

ナ
ー
、服
部
陽
子
ガ
バ
ナ
ー
ノ
ミ

ニ
ー
、自
由
が
丘
ロ
ー
タ
リ
ー
の
大
島

会
長
、そ
し
て
私
で
す
。議
題
は
「
理

想
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
は
」「
ク
ラ

ブ
の
柔
軟
性
と
は
」「
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
の
魅
力
と
は
」「
こ
れ
か
ら
の

ロ
ー
タ
リ
ー
と
は
」で
１
人
２
０
分
ず

つ
話
せ
、そ
の
後
意
見
交
換
と
い
う

こ
と
で
す
が
、あ
が
っ
て
上
手
く
話
せ

ま
せ
ん
で
し
た
。次
に
会
員
増
強
で

す
が
、頑
張
っ
て
純
増
３
名
増
員
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。我
が
ク
ラ
ブ
か
ら

三
浦
さ
ん
が
多
摩
南
グ
ル
ー
プ
ガ
バ

ナ
ー
補
佐
、大
田
さ
ん
が
多
摩
南
グ

ル
ー
プ
グ
ル
ー
プ
幹
事
に
出
向
さ
れ
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。地
区

と
ク
ラ
ブ
の
繋
が
り
が
出
来
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。ま
た
ア
ト
ラ

ン
タ
に
も
行
か
れ
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。地
区
出
向
者
職
業
奉
仕

委
員
の
金
子
さ
ん
、青
少
年
奉
仕

委
員
、田
村
さ
ん
、平
和
フ
ェ
ロ
ー
カ

　
歴
史
と
伝
統
あ
る
東
京
八
王
子

西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
を
会
員

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
一
年
間
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、最
終
例
会
を

迎
え
る
事
が
出
来
、あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。会
長
標
語
は
「
至
誠

一
貫
の
奉
仕
」と
い
う
こ
と
で
、多
く

の
会
員
に
例
会
出
席
は
も
と
よ
り

各
事
業
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
願
っ
て
、ク
ラ
ブ
運
営
を
お
こ
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
昨
年
３
月
に
（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
）会
長

予
定
者
研
修
会
で
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー

定
款
の
大
幅
な
変
更
が
あ
る
ら
し
い

と
言
わ
れ
、４
月
の
地
区
協
議
会
で

は
日
本
の
ロ
ー
タ
リ
ー
は
Ｒ
Ｉ
か
ら
脱

退
し
ろ
、人
頭
分
担
金
は
当
面
払

わ
な
い
等
、激
し
い
意
見
が
言
わ
れ
、

６
月
下
旬
に
ガ
バ
ナ
ー
の
意
見
書
を

出
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
収
ま
り
、

そ
の
意
見
書
に
は
各
ク
ラ
ブ
で
広
範

囲
の
自
治
権
が
認
め
ら
れ
、各
ク
ラ

ブ
定
款
細
則
を
決
め
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
で
収
ま
り
ま
し
た
。ロ
ー
タ
リ
ー

ウ
ン
セ
ラ
ー
、岡
本
さ
ん
ご
苦
労
様

で
し
た
。峰
尾
幹
事
に
は
い
い
加
減

な
会
長
を
補
佐
し
、厳
し
い
予
算
の

や
り
く
り
を
し
て
い
た
だ
き
、影
に

ひ
な
た
に
私
を
支
え
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。橋
本
、

瀬
沼
両
副
幹
事
は
大
変
気
が
利
く

方
々
で
会
長
を
支
え
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。会
計

の
石
井
さ
ん
に
も
的
確
な
指
導
、直

前
会
長
の
塚
本
さ
ん
か
ら
も
助
言

頂
き
福
山
副
会
長
か
ら
も
貴
重
な

ご
意
見
を
頂
き
、事
務
局
の
仙
田
さ

ん
、初
め
て
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

事
務
仕
事
、夜
遅
く
ま
で
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。会
員
の
皆
様
本
当
に
一
年
間

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
大
変
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。パ
ス
ト
会
長
の
皆

様
に
は
、折
に
つ
け
様
々
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。そ

れ
と
、大
変
す
ば
ら
し
い
副
幹
事
に

恵
ま
れ
ま
し
て
瀬
沼
・
橋
本
両
副

幹
事
は
、私
の
気
が
付
か
な
い
と
こ

ろ
に
よ
く
気
が
付
き
、縁
の
下
の
力

持
ち
で
し
た
。大
変
お
世
話
に
な
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
は
例
会
が
一
番
大
切
な
事

業
で
あ
り
、プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
に

は
、少
な
い
予
算
で
意
義
あ
る
例
会

を
企
画
し
て
い
た
だ
き
、Ｓ
Ａ
Ａ
の

方
々
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

親
睦
委
員
会
に
は
例
会
の
出
欠
席
、

親
睦
納
涼
例
会
、11
月
の
親
睦
旅

行
、年
忘
れ
家
族
会
、観
桜
夜
間
例

会
、夜
景
見
学
ク
ル
ー
ズ
、５
ク
ラ
ブ

合
同
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
、当
ク
ラ
ブ

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
、一
年
間
本
当
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。広
報
委
員

会
に
は
例
会
ご
と
に
テ
ー
プ
起
こ
し

編
集
と
い
う
長
時
間
の
作
業
で
本

当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。全
体

事
業
は
今
年
５
年
目
に
な
り
ま
す
。

読
書
感
想
画
・
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

で
職
業
奉
仕
、国
際
奉
仕
、社
会
奉

仕
、新
世
代
の
委
員
の
皆
さ
ま
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
の
事
業
は

４
月
か
ら
小
学
校
校
長
会
、会
長
、

中
学
校
校
長
会
、会
長
へ
の
挨
拶
周

り
、夏
休
み
に
募
集
、そ
し
て
審
査
、

２
月
に
表
彰
式
、３
月
に
八
王
子
市

と
の
友
好
都
市
で
あ
り
ま
す
台
湾
・

高
雄
市
訪
問
、そ
し
て
今
月
配
ら
れ

る
優
秀
者
の
作
品
の
本
で
無
事
終

了
と
い
う
大
変
長
い
月
日
が
か
か
り

ま
し
た
。今
年
は
高
雄
市
の
文
府
中

学
校
に
訪
問
し
、親
善
交
流
を
図

り
ま
し
た
。11
月
に
多
摩
南
グ
ル
ー

プ
Ｉ
Ｍ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。今
年

大石創元 会長

大石創元会長年度の最終例会

会
長
退
任
挨
拶

幹
事
退
任
挨
拶

峰尾 孚 幹事

会
長
退
任
挨
拶

幹
事
退
任
挨
拶

最終号

「
至
誠
一
貫
の
奉
仕
」

「
至
誠
一
貫
の
奉
仕
」
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元創石大長会

わ退はと定予 てう

会元創石大

  
　

  　

　　

　

 

  

各の貫
一ざ迎め皆西

6102

終最の度年長会
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仕奉の
日7月7年

会会会会会

  
　

  　

　　

　

 

  

ー
リ
タ
ー
ロ。
た
し
ま
り
ま
収
で
と

う
い
と
る
れ
ら
め
決
を
則
細
款
定
ブ

ラ
ク
各、
れ
ら
め
認
が
権
治
自
の
囲

範
広
で
ブ
ラ
ク
各
は
に
書
見
意
の
そ

、
り
ま
収
で
と
こ
う
い
と
す
ま
し
出

を
書
見
意
の
ー
ナ
バ
ガ
に
旬
下
月

れ
わ
言
が
見
意
い
し
激
等
い
な
わ

  
　

  　

　　

　

 

  

、
れ
わ
言
が
見
意
い
し
激、
等
い
な
わ

払
面
当
は
金
担
分
頭
人、
ろ
し
退

脱
ら
か
Ｉ
Ｒ
は
ー
リ
タ
ー
ロ
の
本
日
は

で
会
議
協
区
地
の
月
４、
れ
わ
言
と

い
し
ら
る
あ
が
更
変
な
幅
大
の
款
定

ー
リ
タ
ー
ロ
際
国
で
会
修
研
者
定
予

長
会）
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
（
に
月
３
年
昨

。
た
し
ま
り
い
ま

っ
な
こ
お
を
営
運
ブ
ラ
ク、
て
っ
願
う

  
　

  　

　　

　

 

  

よ
る
え
ら
も
て
し
加
参
に
業
事
各

り
よ
と
も
は
席
出
会
例
に
員
会

く
多、
で
と
こ
う
い
と」
仕
奉
の
貫

誠
至
「
は
語
標
長
会。
た
し
ま
い
ざ

ご
う
と
が
り
あ、
来
出
が
事
る
え
迎

を
会
例
終
最、
き
だ
た
い
て
せ
さ
め

務
間
年
一
り
よ
に
力
協
ご
の
様
皆

員
会
を
長
会
ブ
ラ
ク
ー
リ
タ
ー
ロ
西

子
王
八
京
東
る
あ
統
伝
と
史
歴

  
　

  　

　　

　

 

  

子
王
八
京
東
る
あ
統
伝
と
史
歴

長会元創石大
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長長
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長長
会
長
退
任
挨
拶
「「「「「
至

  
　

  　

　　

　

 

  

た
し
ま
れ
わ
な
行
が
Ｍ
Ｉ
プ

南
摩
多
に
月
11。
た
し
ま
り

流
交
善
親、
し
問
訪
に
校
学

文
の
市
雄
高
は
年
今。
た
し
ま

か
が
日
月
い
長
変
大
う
い
と
了

無
で
本
の
品
作
の
者
秀
優
る

配
月
今
て
し
そ
問
訪
市
雄
高

  
　

  　

　　

　

 

  

配
月
今
て
し
そ、
問
訪
市
雄
高

台
す
ま
り
あ
で
市
都
好
友
の
と

王
八
に
月
３、
式
彰
表
に
月
２

て
し
そ、
集
募
に
み
休
夏、
り

挨
の
へ
長
会、
会
長
校
校
学
中

、
会
長
校
校
学
小
ら
か
月
４

事
の
こ。
た
し
ま
い
ざ
ご
う
と
が

ま
さ
皆
の
員
委
の
代
世
新、
仕

社、
仕
奉
際
国、
仕
奉
業
職
で

  
　

  　

　　

　

 

  

ン
コ
文
想
感
・
画
想
感
書
読

り
な
に
目
年
５
年
今
は
業
事

た
し
ま
り
な
に
話
世
お
に
当

業
作
の
間
時
長
う
い
と
集
編

起
プ
ー
テ
に
と
ご
会
例
は
に
会

報
広。
た
し
ま
り
な
に
話
世
お

本
間
年
一、
会
大
フ
ル
ゴ
睦
親

当、
会
大
フ
ル
ゴ
睦
親
同
合

５
ズ
ー
ル
ク
学
見
景
夜
会

  
　

  　

　　

　

 

  

５、
ズ
ー
ル
ク
学
見
景
夜、
会

夜
桜
観、
会
族
家
れ
忘
年、
行

親
の
月
11、
会
例
涼
納
睦
親

出
の
会
例
は
に
会
員
委
睦
親

ま
り
な
に
話
世
お
は
に
々
方

Ｓ、
き
だ
た
い
て
し
画
企
を

る
あ
義
意
で
算
予
い
な
少、
は

員
委
ム
ラ
グ
ロ
プ、
り
あ
で
業

切
大
番
一
が
会
例
は
ブ
ラ
ク

長会元創石大

  
　

  　

　　

　

 

  

仕仕仕仕
奉奉奉奉
のののの
貫貫貫貫
一一
誠誠誠誠
至至

一一

至至至
誠
一
貫
の
奉
仕

  
　

  　

　　

　

 

  

年
今。

ー
ル
グ
図
を
流

中
府
文

り
か
か

終
事
無

れ
ら
配

平、
ん
さ
村
田、
員
委

青、
ん
さ
子
金
の
員
委

向
出
区
地。
た
し
ま
い

り
あ
れ
か
行
も
に
タ
ン

す
ま
い
思
と
か
い
な
は

が
り
が
繋
の
ブ
ラ
ク
と

ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ

  
　

  　

　　

　

 

  

れ
ら
配

・
湾
台

市
子
王

、
査
審
周
拶
挨

、
長
会
は
業
事

り
あ
ま

奉
会
社

ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ

に
事
幹
プ
ー
ル
グ
プ
ー
ル

ん
さ
田
大、
佐
補
ー
ナ

南
摩
多
が
ん
さ
浦
三

が
我。
た
し
ま
い
ら
も
て

増
純
て
っ
張
頑、
が
す

に
次。
た
し
で
ん
せ
ま

て
っ
が
あ、
が
す
で
と
こ

見
意
後
の
そ、
せ
話
つ

  
　

  　

　　

　

 

  

ル
ー
ク

。
す
ま
り

体
全。
本
で
業

し
こ
起

員
委
報

に
当
本

ブ
ラ
ク

ブ
ラ
ク

１
で」
は
と
ー
リ
タ
ー
ロ

「」
は
と
力
魅
の
ブ
ラ

ロ
「」
は
と
性
軟
柔
の
ブ

ブ
ラ
ク
ー
リ
タ
ー
ロ
の
想

す
で
私
て
し
そ、
長
会

タ
ー
ロ
丘
が
由
自、
ー
ニ

ガ
子
陽
部
服、
ー
ナ

渡
猿、
ー
ナ
バ
ガ
ト
ス

ラ
ネ
パ
た
し
ま
い
ま
し

  
　

  　

　　

　

 

  

ブ
ラ
ク

例
間
夜

旅
睦
親

、
席
欠
出

。
た
し
ま

の
Ａ
Ａ
会
例
る

に
会
員

事
な
切

ラ
ネ
パ。
た
し
ま
い
ま
し

人
１
の
ー
ラ
ネ
パ
の
人

カ
ス
ィ
デ
ル
ネ
パ
と
も
の

研
野
水
で
会
事
幹、
長

が
す
で
と
ご
私。
た
し

と
が
り
あ
き
だ
た
い
加

く
多
は
に
会
大
区
地

ま
き
で
が
と
こ
る
わ
終

く
多
と
名
０
５
２
も

  
　

  　

　　

　

 

  

仕仕仕仕

か
お
の
力
協
ご
の
ま
さ

も
の
長
員
委
行
実
場

当
担
が
ブ
ラ
ク
が
我
は

」」」」
仕
」

  
　

  　

　　

　

 

  

ざ
ご
う
と
が
り
あ

大。
た
し
で
ち
持

が
気
く
よ
に
ろ

気
の
私、
は
事
幹

て
し
ま
れ
ま
恵

ば
す
変
大、
と
れ

謝
感
き
頂
を
ス

カ
ー
ロ
ェ
フ
和
平

仕
奉
年
少
青

仕
奉
業
職
者

ざ
ご
う
と
が
り

ラ
ト
ア
た
ま。
す

で
の
た
来
出
が

区
地
た
し
ま

  
　

  　

　　

　

 

  

謝
感
き
頂
を
ス

つ
に
折、
は
に
様

た
し
ま
り
な
に
話

様
皆
の
員
会

区
地。
た
し
ま

、
れ
さ
向
出
に

グ
南
摩
多
が
ん

バ
ガ
プ
ー
ル
グ

ら
か
ブ
ラ
ク
が

し
員
増
名
３
増

で
強
増
員
会

せ
話
く
手
上
て

う
い
と
換
交
見

  
　

  　

　　

　

 

  

退退退退
事事
幹幹

ざ
ご
う
と
が
り
あ

様
皆
の
員
会。
た

り
あ
き
だ
た
い

夜、
事
仕
務
事

ロ
の
て
め
初、
ん

き
頂
を
見
意
ご

会
副
山
福
き
頂

ず
分
０
２
人
１

の
ら
か
れ
こ
「

ク
ー
リ
タ
ー
ロ

ラ
ク
「」
は
と
ブ

理
「
は
題
議。

島
大
の
ー
リ
タ

ミ
ノ
ー
ナ
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へ
様
代
千
三
人
夫

幹
尾
峰
り
よ
事
幹
度
年
次

へ
様
子

人
夫
令
長
会
元
創
石
大
り

江
美
人
夫
令
長
会
度
年
次
呈
贈

。
正
修
に
％
０
０
１
を
％

率
席
出
の
日
61
月
６
回

外
員
会
木
青
プ
ッ
ア
ク
イ

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

32
月
６
回
前。
％
48
・
67
率

。
席
出
名
37
中
名
４
０
１

長
員
委
道
弘

表
発
コ
ニ
コ
ニ・
告
報

食
洋

歓
交
と

様
夫
育
石
白、
様
孝
町

江
美
人
夫
令
長
会
副
山

代
千
三
人
夫
令
事
幹
尾

子
恵
千
人
夫
令
長
会
元
創

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

元
創
石
大

介
紹
ご
の
様

想
理
の
仕
奉

グ

長
会
元
創
石
大

鐘
点

督
監
場
会
幸
成
西
河

告

報

会

）
金
（
03
・
６
・
７
１
０
２
●
回

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　



 平成29年7月7日　最終号

八
王
子
市
ジ
ュ
ニ
ア
国
際

交
流
フ
レ
ン
ド
事
業

日
本
と
台
湾
に
つ
い
て

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
台
湾
は
世
界
一
の
親

日
国
で
す
。好
き
な
国
を
ア
ン

ケ
ー
ト
す
る
と
概
ね
55
％
か
ら

65
％
程
度
の
人
が
日
本
を
好
き
だ

と
答
え
て
い
ま
す
。２
位
以
下
は

米
国
な
ど
７
％
以
下
で
す
。で
は

行
っ
て
み
た
い
国
は
ど
こ
か
と
問

う
と
日
本
が
56
％
で
す
。昨
年
台

湾
か
ら
日
本
に
来
た
旅
行
者
は
４

２
０
万
人
で
す
。総
人
口
が
２
３

４
０
万
人
で
す
か
ら
大
変
な
数
で

す
ね
。逆
に
日
本
か
ら
の
台
湾
へ

の
旅
行
者
は
１
９
０
万
人
で
す
。

日
本
で
も
今
ま
さ
に
台
湾
ブ
ー
ム

で
す
。特
に
若
い
女
性
か
ら
の
人

気
が
あ
る
の
は
料
理
が
美
味
し
い

し
、治
安
も
い
い
か
ら
で
す
。ま

た
、か
つ
て
の
日
本
人
が
持
つ
良

い
気
質
が
台
湾
に
残
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
親
し
み
を
抱
く
理
由
の
よ

う
で
す
。し
か
し
、日
本
の
人
た
ち

が
台
湾
の
事
を
正
し
く
理
解
し
て

い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。１
９
７

１
年
に
中
国
を
国
連
が
承
認
し
た

こ
と
か
ら
、ほ
と
ん
ど
の
国
連
加

盟
国
が
台
湾
と
断
交
し
ま
し
た
。

米
も
１
９
７
９
年
か
ら
断
交
し
ま

し
た
。最
近
、パ
ナ
マ
が
断
交
し
た

と
報
じ
ら
れ
て
台
湾
と
国
交
を
結

ん
で
い
る
国
は
わ
ず
か
20
か
国
と

な
っ
て
い
ま
す
。白
金
台
に
断
交

　
話
の
冒
頭
で
す
が
、来
月
か
ら

東
京
八
王
子
西
Ｒ
Ｃ
仲
間
の
一
員

と
し
て
加
わ
り
ま
す
。よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。先
ほ
ど
福
山
さ

ん
か
ら
日
台
友
好
交
流
協
会
へ
ご

入
会
を
勧
め
て
い
た
だ
き
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。大
石
会
長
か
ら
は

３
月
高
尾
市
警
察
の
本
部
長
と
お

酒
を
酌
み
交
わ
し
た
話
が
出
て
お

酒
が
強
い
よ
う
な
話
が
あ
り
ま
し

た
、お
酒
が
強
い
の
は
弟
の
方
で

す
。責
務
で
酌
み
交
わ
し
た
次
第

で
し
て
酒
が
強
い
と
誤
解
さ
れ
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
（
笑
）。

　
東
京
八
王
子
西
Ｒ
Ｃ
が
５
年
に

わ
た
り
ジ
ュ
ニ
ア
国
際
交
流
フ
レ

ン
ド
事
業
に
取
組
ん
で
い
た
だ
き

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。私

は
初
年
度
か
ら
お
手
伝
い
し
て
お

前
の
大
使
館
に
相
当
す
る
台
北
中

日
経
済
文
化
代
表
所
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
が
、残
念
で
す
が
大
使

館
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。【
大
使
】に

あ
た
る
方
は
【
代
表
】な
ん
で
す
。

台
湾
の
政
治
は
民
主
主
義
で
す
。

民
進
党
の
源
流
は
原
住
民
マ
レ
ー

ポ
リ
ネ
シ
ア
系
の
本
省
人
で
す
。

国
民
党
の
源
流
は
蒋
介
石
と
一
緒

に
台
湾
に
流
れ
込
ん
で
き
た
人
た

ち
が
外
省
人
で
す
。現
総
統
は
本

省
人
が
中
心
の
民
進
党
の
蔡
栄
文

総
統
で
す
。前
任
の
馬
総
統
は
外

省
人
で
２
期
８
年
間
中
国
寄
り
の

政
策
を
と
り
ま
し
た
。蔡
栄
文
は

民
進
党
な
の
で
中
国
と
距
離
を
置

い
た
政
権
で
す
が
、残
念
な
が
ら

蔡
栄
文
は
人
気
が
あ
り
ま
せ
ん
。

不
人
気
の
理
由
は
、中
国
側
が
観

光
客
の
制
限
を
す
る
よ
う
に
な
り

従
前
５
０
０
万
人
来
て
い
た
中
国

人
観
光
客
が
半
分
以
下
に
減
っ
て

景
気
に
影
響
し
て
い
ま
す
。特
に

観
光
業
者
を
中
心
に
不
満
が
た

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
と
台
湾
の
関
係
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。日
清
戦
争
で
勝
利

し
た
日
本
は
１
９
８
５
年
に
下
関

条
約
で
台
湾
が
割
譲
さ
れ
ま
し

り
ま
す
が
、今
年
同
事
業
で
訪
問

し
た
時
の
様
子
が
現
地
新
聞
の
１

面
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。高
雄
市

の
幹
部
が
わ
ざ
わ
ざ
出
発
間
際
の

駅
の
ホ
ー
ム
に
い
た
我
々
の
と
こ

ろ
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
大
変
意
義
あ
る
事

業
だ
と
思
い
ま
す
。第
一
回
参
加

者
た
ち
は
も
う
高
校
高
学
年
か
大

学
で
す
が
、今
で
も
交
流
が
続
い

て
い
る
そ
う
で
す
。こ
の
事
業
で

現
地
の
中
学
校
で
授
業
を
体
験
す

る
の
で
す
が
印
象
に
残
っ
て
い
る

事
が
２
つ
あ
り
ま
す
。１
つ
目
は

英
語
の
授
業
で
す
。台
湾
の
中
学

生
と
先
生
が
流
暢
な
英
語
で
対
等

に
会
話
し
て
い
ま
す
。参
加
し
た

八
王
子
の
中
学
生
た
ち
が
ほ
と
ん

ど
つ
い
て
い
け
て
な
い
ほ
ど
高
い

レ
ベ
ル
で
す
。２
つ
目
は
ヨ
ッ
ト

の
ク
ラ
ブ
活
動
で
す
。高
雄
市
の

真
ん
中
を
流
れ
て
る
愛
川
を
会
場

に
し
て
の
小
型
ヨ
ッ
ト
訓
練
で

す
。本
市
の
中
学
生
た
ち
は
そ
ん

な
経
験
を
し
て
い
な
い
の
で
驚
い

た
と
思
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
体

験
に
参
加
し
た
八
王
子
の
学
生
達

は
刺
激
を
受
け
、一
生
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
に
な
る
と
思
い
ま

す
。国
際
親
善
、青
少
年
の
育
成
と

い
う
点
か
ら
も
Ｒ
Ｃ
の
本
来
の
目

的
に
沿
っ
た
意
義
あ
る
も
の
だ
と

た
。最
近
の
中
国
の
東
シ
ナ
海
や

南
シ
ナ
海
へ
の
進
出
ぶ
り
な
ど
み

て
も
、日
本
の
先
人
た
ち
は
将
来

を
考
え
て
賢
明
な
判
断
を
行
っ
た

な
あ
と
感
心
し
て
お
り
ま
す
。当

時
の
台
湾
は
【
化
外
の
地
（
け
が

い
の
ち
）】と
い
わ
れ
伝
染
病
が
蔓

延
す
る
荒
廃
し
た
土
地
だ
っ
た
よ

う
で
す
。当
時
、清
と
し
て
は
ど
う

ぞ
ど
う
ぞ
持
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ

い
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
よ
う
で

す
。そ
の
後
、明
治
政
府
が
莫
大
な

お
金
を
か
け
て
台
湾
を
良
く
し
ま

し
た
。50
年
間
の
日
本
の
統
治
時

代
19
人
の
総
督
の
う
ち
４
代
目
の

児
玉
健
太
郎
氏
は
特
に
す
ご
い
で

す
。明
治
政
府
の
国
家
予
算
が
２

億
２
０
０
０
万
円
の
時
代
、明
治

43
年
に
な
ん
と
４
０
０
０
万
円
も

の
予
算
を
使
っ
て
イ
ン
フ
ラ
整

備
、伝
染
病
対
策
を
や
り
ま
し
た
。

　
台
湾
は
日
本
に
と
っ
て
大
切
な

位
置
づ
け
の
国
で
す
。両
国
の
将

来
を
担
う
若
者
が
相
互
理
解
を
す

す
め
交
流
を
深
め
る
こ
の
事
業
は

大
変
意
義
深
い
こ
と
で
、皆
様
の

今
ま
で
の
活
動
に
改
め
て
敬
意
を

表
し
ま
す
。来
年
度
か
ら
も
形
を

変
え
な
が
ら
も
交
流
が
続
く
こ
と

を
心
か
ら
期
待
し
て
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ご

清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

黒須　隆一氏

「
日
台
友
好
か
ら
見
た
ジ
ュ
ニ
ア
国
際
交
流
フ
レ
ン
ド
事
業
」

卓
話

２
０
１
７
年
６
月
23
日
（
金
）

 

　

　

終最日7月7年92成平

フ
流
交

度
年
初
は

御
て
め
改

業
事
ド
ン

ジ
り
た
わ

八
京
東

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

号終

フ
流
交

子
王
八

お
う
よ
い

酒
て
し
で

務
責。
す

酒
お、
た

い
強
が
酒

み
酌
を
酒

尾
高
月
３

 　

　

　　

　

　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　

 
 

　

　　

　

　

　

　

 

　

　

尾
高
月
３

ま
げ
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◇
大
石
創
元
会
長
・
一
年
間
あ
り

　
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
峰
尾
幹
事
・
一
年
間
お
世
話
に

　
な
り
ま
し
た
。

◇
三
浦
・
南
多
摩
グ
ル
ー
プ
ガ
バ

　
ナ
ー
補
佐
と
し
て
職
務
を
全
う

　
で
き
ま
し
た
の
も
、大
石
会
長

　
始
め
会
員
各
位
の
ご
協
力
の
お

　
か
げ
で
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

　
い
ま
し
た
。

◇
笠
井
・
一
年
間
大
変
お
世
話
に

　
な
り
ま
し
た
。ま
た
、先
日
は
過

　
分
な
お
見
舞
い
を
い
た
だ
き
あ

　
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。お

　
陰
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
完
治
い

　
た
し
ま
し
た
の
で
快
気
祝
い
と

　
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
小
町
・
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

　
し
た
。

◇
角
田
・
本
年
度
は
入
会
年
で

　
色
々
と
お
手
数
お
掛
け
し
ま
し

　
た
。次
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願

　
い
致
し
ま
す
。

◇
萩
原
、田
辺
、加
藤
政
利
、瀬
沼
、

　
福
山
、橋
本
、福
田
、畑
山
、原

　
巌
、池
田
、樫
﨑
、馬
場
、黒
須
、

　
河
西
、竹
松
、土
岐
、石
田
、関

　
谷
、塚
本
、森
、小
沢
、神
辺
、中

　
村
、平
沼
、井
上
、三
村
、倉
田
、

　
山
本
、大
石
和
春
、鈴
木
重
春
、

　
城
所
、宮
澤
、諸
星
、石
森
、大
田

　
吉
彦
、山
口
、蔵
本
、白
柳
、加
藤

　
直
也
、浅
川
、青
木
、小
杉
、渕

　
上
・
大
石
会
長
、峰
尾
幹
事
他

　
理
事
の
皆
様
一
年
間
ご
苦
労
様

　
で
し
た
。

●
２
０
１
７
・
６
・
30
（
金
）

出
席
報
告
・

ニ
コ
ニ
コ
発
表
／

杉
本

出
席
財
務
委
員

会
長
挨
拶
／

大
石
創
元
会
長

幹
事
報
告
／

峰
尾
幹
事

100

　
に
乾
杯
に
次
ぐ
乾
杯
で
し
た
。黒

　
須
さ
ん
は
こ
と
ご
と
く
付
き
合
っ

　
て
さ
す
が
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

＊「
こ
と
ば
の
し
っ
ぽ
」と
い
う
子
供
の

　
詩
が
載
っ
て
い
る
本
が
あ
り
、そ
の

　
中
で
４
つ
ほ
ど
印
象
に
残
っ
た
文

　
を
紹
介
し
ま
す
。頭
の
中
を
キ
レ

　
イ
に
し
て
聞
い
て
く
だ
さ
い
。（
お

　
し
っ
こ
が
旅
行
に
行
く
話
、う
ち

　
の
ク
ラ
ス
に
は
お
父
さ
ん
か
ら
生

　
ま
れ
た
子
が
い
る
話
、お
父
さ
ん

　
は
天
国
へ
行
っ
て
病
気
を
治
し
て

　
帰
っ
て
く
る
話
、サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

　
に
自
分
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
い
ら
な

　
い
か
ら
地
震
や
津
波
の
被
害
を

　
受
け
た
子
供
に
あ
げ
て
と
い
う
手

　
紙
を
書
い
た
話
を
読
み
上
げ
ら

　
れ
ま
し
た
。）

◇
感
謝
状
贈
呈
　
大
石
創
元
会
長

　
黒
須
弘
道
会
員
（
明
利
彊
会
員

　
を
紹
介
）、三
浦
眞
一
会
員
（
笠

　
井
豊
会
員
を
紹
介
）、藤
巻
　
泰

　
会
員
（
角
田
昌
己
会
員
・
朝
日

　
徹
太
郎
会
員
を
紹
介
）

◇
幹
事
報
告
　
峰
尾
幹
事

＊
事
務
室
の
ド
ア
を
閉
め
て
い
ま

　
す
。ド
ア
に
札
が
か
か
っ
て
い
な
い

　
時
は
在
室
し
て
い
る
の
で
チ
ャ
イ

　
ム
を
鳴
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
最
終
夜
間
例
会
で
予
納
金
の
残

　
金
を
お
返
し
し
ま
す
。是
非
ニ
コ
ニ

　
コ
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇
委
員
長
報
告
　
職
業
奉
仕
委
員

　
会
　
金
子
裕
二
委
員
長

◇
司
会
　
宮
澤
会
場
監
督
補
佐

◇
開
会
点
鐘
　
大
石
創
元
会
長

◇
Ｒ
ソ
ン
グ
　

　
そ
れ
で
こ
そ
ロ
ー
タ
リ
ー

◇
食
事
と
交
歓
　
和
食

◇
出
席
報
告
・ニ
コ
ニ
コ
発
表

　
杉
本
ク
ラ
ブ
出
席
財
務
委
員

　
会
員
１
０
４
名
中
63
名
出
席
。

　
出
席
率
66
・
32
％
。前
回
６
月
16

　
日
の
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
赤
上
会
員
外

　
32
名
。

　
前
々
回
６
月
９
日
の
出
席
率

　
63
・
16
％
を
81
・
05
％
に
修
正
。

◇
会
長
挨
拶
　
大
石
創
元
会
長

＊
本
日
は
黒
須
さ
ん
の
お
話
を
楽
し

　
み
に
し
て
お
り
ま
す
。黒
須
さ
ん

　
に
は
台
湾
へ
の
派
遣
で
本
当
に
お

　
世
話
に
な
り
、黒
須
さ
ん
が
い
な

　
け
れ
ば
台
湾
へ
行
っ
て
も
し
ょ
う

　
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ

　
ど
で
す
。台
湾
で
は
夕
食
の
席
に

　
招
か
れ
、市
長
を
筆
頭
に
日
本
で

　
い
う
と
県
警
本
部
長
に
当
た
る

　
方
や
高
雄
市
の
建
設
局
長
等
が

　
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。ワ
イ
ン
で
乾

　
杯
し
ま
し
て
、例
に
よ
っ
て
や
た
ら

例
　
会
　
報
　
告

第
２
４
６
８
回 

● 

２
０
１
７
・
６
・
23
（
金
）

◇
大
石
創
元
会
長
・
黒
須
さ
ん
の

　
卓
話
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

◇
峰
尾
幹
事
・
黒
須
講
師
の
お
話

　
し
楽
し
み
で
す
。

◇
樫
﨑
、杉
本
・
黒
須
隆
一
さ
ん
の

　
お
話
を
お
聞
き
し
ま
す
の
で
。

◇
村
内
、田
辺
、三
浦
、大
田
吉
彦
、

　
福
山
、中
村
・
黒
須
隆
一
前
市
長

　
を
お
迎
え
し
て
。

◇
大
石
和
春
、山
口
・
台
湾
で
黒

　
須
隆
一
さ
ん
に
は
お
世
話
に
な

　
り
ま
し
た
。

◇
大
田
薫
・
結
婚
記
念
日
の
お
花

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
池
田
・
本
日
誕
生
祝
い
を
い
た

　
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご

　
ざ
い
ま
す
。

●
２
０
１
７
・
６
・
23
（
金
）

◇
八
王
子
・
台
湾
友
好
交
流
協
会

　
に
つ
い
て
　
福
山
副
会
長

◇
ス
ピ
ー
カ
ー
紹
介

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
　

　
中
村
委
員
長

　
ス
ピ
ー
カ
ー
　
黒
須
隆
一
様

　
テ
ー
マ
　
日
台
友
好
か
ら
見
た

　
ジ
ュニ
ア
国
際
交
流
フ
レ
ン
ド
事
業

◇
閉
会
点
鐘
　
大
石
創
元
会
長

（
順
不
同
・
会
員
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
会
員
敬
称
略
）

日7月7年92成平

ま
し
杯
っ
ら
い

高
や
方

と
う
い

れ
か
招

す
で
ど
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台
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等
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局
設
建
の
市
雄
高

る
た
当
に
長
部
本
警
県
と

で
本
日
に
頭
筆
を
長
市、
れ

に
席
の
食
夕
は
で
湾
台
す

◇ ＊
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ほ
う
思
と
か
い
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は
で
の
い

う
ょ
し
も
て
っ
行
へ
湾
台
ば

な
い
が
ん
さ
須
黒、
り
な
に

お
に
当
本
で
遣
派
の
へ
湾
台

ん
さ
須
黒。
す
ま
り
お
て
し

し
楽
を
話
お
の
ん
さ
須
黒
は
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。
正
修
に
％
50
・
18
を
％
61

率
席
出
の
日
９
月
６
回。

外
員
会
上
赤
プ
ッ
ア
ク
イ
メ

61
月
６
回
前。
％
23
・
66
率

。
席
出
名
36
中
名
４
０
１
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）
金
（
32
・
６
・
７
１
０
２
●
回
８

 　

 　
　

  　
　　　    　 
　　　   　  　 　 

  　

　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　

　

　　

　

　　　　　

　

　

　

　

　　

　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　

　

 
 

　　　　　　　　　　 　

　

　

　

　　

　

　

　

　

　

長
員
委
二
裕
子
金

会

員
委
仕
奉
業
職

告
報
長
員
委
◇

。
す
ま
し
い
願
お
く
し
ろ
よ
を
コ

ニ
コ
ニ
非
是。
す
ま
し
し
返
お
を
金

残
の
金
納
予
で
会
例
間
夜
終
最

い
さ
だ
く
て
し
ら
鳴
を
ム
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報
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い
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だ
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イ
ャ
チ
で
の
る
い
て
し
室
在
は
時

い
な
い
て
っ
か
か
が
札
に
ア
ド。
す

ま
い
て
め
閉
を
ア
ド
の
室
務
事

事
幹
尾
峰

告
報
事
幹
◇
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